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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　心線と、空隙を挟んで前記心線を覆うチューブとを備えるチューブ付き光ファイバに適
用可能な光ファイバ側方入出力装置であって、
　湾曲する凹部を有する第１治具と、
　前記凹部と対応する形状の凸部を有し、前記凹部と前記凸部との間に前記チューブ付き
光ファイバを挟み込むことにより前記心線に曲げ部を形成する第２治具と、
　前記曲げ部の形成とともに前記チューブを変形させ当該曲げ部から漏洩する漏洩光の経
路上で前記チューブを前記心線に圧接する圧接部と、
　前記曲げ部に前記チューブの外側から突き当てられて前記漏洩光を入射されるプローブ
ファイバとを具備し、
　前記圧接部は、前記第１治具に形成され前記凹部に沿って前記チューブ付き光ファイバ
をガイドするガイド溝を備え、
　前記ガイド溝は、前記漏洩光の経路に重なる第１溝と、前記第１溝に連続して形成され
前記第１溝よりも深く幅の狭い第２溝とを備えることを特徴とする、光ファイバ側方入出
力装置。
【請求項２】
　前記第１溝の深さをＤとし、前記心線の外径をｄとし、前記チューブの厚みをｔとし、
前記第２溝の幅をＢとしたとき、Ｄ≦ｄ＋ｔ×２であり、且つＢ≦ｄ＋ｔ×２であること
を特徴とする、請求項１に記載の光ファイバ側方入出力装置。
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【請求項３】
　心線と、空隙を挟んで前記心線を覆うチューブとを備えるチューブ付き光ファイバを湾
曲させるための治具構造であって、
　湾曲する凹部を有する第１治具と、
　前記凹部と対応する形状の凸部を有し、前記凹部と前記凸部との間に前記チューブ付き
光ファイバを挟み込むことにより前記心線に曲げ部を形成する第２治具と、
　前記曲げ部の形成とともに前記チューブを変形させ当該曲げ部から漏洩する漏洩光の経
路上で前記チューブを前記心線に圧接する圧接部とを具備し、
　前記圧接部は、前記第１治具に形成され前記凹部に沿って前記チューブ付き光ファイバ
をガイドするガイド溝を備え、
　前記ガイド溝は、前記漏洩光の経路に重なる第１溝と、前記第１溝に連続して形成され
前記第１溝よりも深く幅の狭い第２溝とを備えることを特徴とする、治具構造。
【請求項４】
　前記第１溝の深さをＤとし、前記心線の外径をｄとし、前記チューブの厚みをｔとし、
前記第２溝の幅をＢとしたとき、Ｄ≦ｄ＋ｔ×２であり、且つＢ≦ｄ＋ｔ×２であること
を特徴とする、請求項３に記載の治具構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ファイバを曲げて光を外部に取り出す技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数の光ファイバから一つの光ファイバを非破壊で特定するために、光ファイバ心線対
照が実施される。光ファイバ心線対照は、光ファイバに入射された対照光を受光装置で受
光することで完成する。例えば所外線路においては、光回線収容ビル（交換局）から光フ
ァイバに入射された対照光を所外線路の接続点で受光する、という作業が実施される。作
業を簡易にするために光ファイバ側方入出力技術を利用する受光装置が提供されている。
【０００３】
　図１０は、光ファイバ側方入出力技術を説明するための図である。図１０（ａ）に示さ
れるように、光ファイバを曲げると曲げられた部分（曲げ部）から漏洩光が出射される。
図１０（ｂ）に示されるように、円筒などに光ファイバを押し当てて曲げ部を作り、漏洩
光を受ける位置にプローブファイバを突き当てることで受光装置の光学系が形成される。
【０００４】
　この種の技術を用いた受光装置は、治具などで物理的に光ファイバを曲げ、プローブフ
ァイバを介して漏洩光をフォトダイオードなどで検知する。この技術によれば既設の光フ
ァイバを切断したり別の光ファイバを融着したりといった作業が不要になるので、通信網
を効率よく保守運営することができる。
【０００５】
　ところで、光ファイバテープ心線（或いは単心線）は保護などのためにチューブで覆わ
れていることが多い。チューブの有無により漏洩光の検知の容易さが大きく変化する。所
外線路の接続点などのように、チューブを除去された光ファイバからの漏洩光を検知する
ことは比較的容易である。
【０００６】
　これに対し、チューブで覆われた光ファイバ（以下、チューブ付き光ファイバ（tubed 
optical fiber）と称する）からの漏洩光を検知することは容易でない。チューブと光フ
ァイバ心線との間の空隙を通過することで漏洩光が弱められてしまうからである。例えば
ＰＤＳ（Passive Double Star）型光線路構成の光スプリッタ（スターカプラ）よりも下
流側の区間で、このようなケースが生じる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
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【０００７】
【非特許文献１】納戸、「光ファイバ側方入出射法」, 光ファイバ応用技術技報, 信学技
報, vol. 111, no. 69, OFT2011-3, pp. 11-14
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記したように、チューブで覆われた光ファイバからの漏洩光を検知せざるを得ないと
いうシチュエーションがある。図を用いて以下に説明する。　
　図１１は、Optical Line Terminal（ＯＬＴ）とOptical Network Unit（ＯＮＵ）との
関係の一例を示す図である。交換局１００に設置されるＯＬＴ１０１は、ＩＤＭ（光交換
機）１０２および光ケーブル２００を介して加入者宅３００の近くのクロージャ４００に
接続される。クロージャ４００は例えば８分岐型の光スプリッタ４０１を備える。そして
、光スプリッタ４０１の下流側の端子の一つに、光ファイバを介して加入者宅３００内の
ＯＮＵ３０１が接続される。
【０００９】
　図１２に示されるように、光スプリッタ４０１と交換局１００との間の区間を上流側と
称し、光スプリッタ４０１と加入者宅３００との間の区間を上流側と称することにする。
光スプリッタ４０１の下流側の光ファイバはチューブ付き光ファイバであり、ファイバガ
ラスを保護するためのチューブで覆われている。
【００１０】
　図１３は、ＯＮＵとＯＬＴとの通信状況を確認する作業を説明するための図である。例
えばアクセス系の線路工事においては、工事開始に先立ってＯＬＴとＯＮＵとの通信状況
を確認する必要がある。そこでクロージャ４００内部の光スプリッタ４０１よりも下流側
の光ファイバ心線を曲げてアップリンクの通信光（波長１．３１μｍ）を漏洩させ、この
漏洩光を受光することができればＯＮＵ３０１とＯＬＴとの通信状況を確認することがで
きる。
【００１１】
　しかし図１３に示されるようなＰＤＳ型光線路構成の配線点クロージャ（４００）にお
いては、光スプリッタ４０１の下流側の、少なくとも光ドロップケーブルに接続されるま
での間の余長区間が保護チューブで覆われる構造となっている。多くのチューブ付き光フ
ァイバでは心線の外径よりもチューブの内径が大きいので、心線とチューブとの間には空
隙（空気層）がある。
【００１２】
　図１４に示されるように、チューブ２０１で覆われた光ケーブル２００を曲げるとチュ
ーブ２０１とファイバ心線２０２との剛性が異なるので均一には曲がらず、チューブ２０
１と心線２０２との間に空隙を生じたり、もともと有る空隙が大きくなったりする。曲げ
部からの漏洩光は空隙を介してプローブファイバ２０３に入射するので、光学的な理由か
らチューブの外部に達する漏洩光の強度が著しく低下する。よって、たとえチューブ２０
１が透光性の良い材料（透明部材）で形成されていたとしても、空隙によりプローブファ
イバ２０３に達する光量が激減して通信光の有無を確認できなくなる虞がある。
【００１３】
　この発明は上記事情によりなされたもので、その目的は、チューブに覆われた光ファイ
バの曲げ部からの漏洩光を確実に受光できるようにした光ファイバ側方入出力装置とその
治具構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するための本発明の態様を以下に述べる。　
　（１）本発明に係わる光ファイバ側方入出力装置は、心線と、空隙を挟んで上記心線を
覆うチューブとを備えるチューブ付き光ファイバに適用可能な光ファイバ側方入出力装置
であって、湾曲する凹部を有する第１治具と、上記凹部と対応する形状の凸部を有し、上
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記凹部と上記凸部との間に上記チューブ付き光ファイバを挟み込むことにより上記心線に
曲げ部を形成する第２治具と、上記曲げ部の形成とともに上記チューブを変形させ当該曲
げ部から漏洩する漏洩光の経路上で上記チューブを上記心線に圧接する圧接部と、上記曲
げ部に上記チューブの外側から突き当てられて上記漏洩光を入射されるプローブファイバ
とを具備する。
【００１５】
　すなわち（１）の態様によれば、第１治具の凹部と第２治具の凸部との間にチューブ付
き光ファイバを挟み込むことにより、心線に曲げ部を形成するとともにチューブが変形し
、曲げ部から漏洩する漏洩光の経路上でチューブが心線に圧接する。これにより空隙が無
くなり、プローブファイバに入射する漏洩光の強度を高められる。
【００１６】
　（２）本発明に係わる光ファイバ側方入出力装置は、（１）において、上記圧接部は、
上記第１治具に形成され上記凹部に沿って上記チューブ付き光ファイバをガイドするガイ
ド溝を備え、上記ガイド溝の深さをＤとし、上記心線の外径をｄとし、上記チューブの厚
みをｔとしたとき、Ｄ≦ｄ＋ｔ×２である。
【００１７】
　すなわち（２）の態様によれば、ガイド溝に圧接された状態で、曲げ部から漏洩する漏
洩光の経路上でチューブが心線に圧接する。これにより空隙が無くなり、プローブファイ
バに入射する漏洩光の強度を高められる。
【００１８】
　（３）本発明に係わる光ファイバ側方入出力装置は、（１）において、上記圧接部は、
上記第１治具に形成され上記凹部に沿って上記チューブ付き光ファイバをガイドするガイ
ド溝を備え、上記ガイド溝は、上記漏洩光の経路に重なる第１溝と、上記第１溝に連続し
て形成され上記第１溝よりも深く幅の狭い第２溝とを備え、上記第１溝の深さをＤとし、
上記心線の外径をｄとし、上記チューブの厚みをｔとし、上記第２溝の幅をＢとしたとき
、Ｄ≦ｄ＋ｔ×２であり、Ｂ≦ｄ＋ｔ×２である。
【００１９】
　すなわち（３）の態様によれば、ガイド溝に圧接された状態で、曲げ部から漏洩する漏
洩光の経路上でチューブが心線に圧接するとともに、心線のプローブファイバへのアライ
メント精度を向上させることができる。
【発明の効果】
【００２０】
　すなわちこの発明によればチューブに覆われた光ファイバの曲げ部からの漏洩光を確実
に受光できるようにした光ファイバ側方入出力装置とその治具構造を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】図１は、第１の実施形態に係る光ファイバ側方入出力装置を示す図である。
【図２】図２は、チューブ付きファイバ心線２０２の断面図である。
【図３】図３は、図１に示される構造のＡ－Ａ′断面図である。
【図４】図４は、凸型治具２０を凹型治具１０に押圧して変形したチューブ付きファイバ
心線２０２を示す図である。
【図５】図５は、コア２１を伝搬する光が図４に示される状態で漏洩することを示す模式
図である。
【図６】図６は、第２の実施形態に係る光ファイバ側方入出力装置を示す図である。
【図７】図７は、図６に示される構造のＢ－Ｂ′断面図である。
【図８】図８は、コア２１を伝搬する光が図７（ｂ）に示される状態で漏洩することを示
す模式図である。
【図９】図９は、図６に示される構造のＣ－Ｃ′断面図である。
【図１０】図１０は、光ファイバ側方入出力技術を説明するための図である。
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【図１１】図１１は、ＯＬＴとＯＮＵとの関係の一例を示す図である。
【図１２】図１２は、光スプリッタ４０１に対する上流側および下流側を示す図である。
【図１３】図１３は、ＯＮＵとＯＬＴとの通信状況を確認する作業を説明するための図で
ある。
【図１４】図１４は、曲げにより空隙の生じることを説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。以下に説明する実施の形態は一例であ
り、本発明はこれらの形態に限定されるものではない。
【００２３】
　［第１の実施形態］
　図１は、第１の実施形態に係る光ファイバ側方入出力装置を示す図である。この光ファ
イバ側方入出力装置は、チューブ付き光ファイバとしてのチューブ付きファイバ心線２０
２に、曲げ部を形成するために好適に適用可能である。以下、簡単のためチューブ付きフ
ァイバ心線２０２をファイバ心線２０２と表記する。
【００２４】
　図１に示される光ファイバ側方入出力装置は、凹型治具１０と凸型治具２０とを備える
。凹型治具１０は湾曲する凹部を備える。凸型治具２０は凹型治具１０の凹部に対応する
形状の凸部を備える。凹部および凸部は、ファイバ心線２０２に形成すべき曲げ部２０４
の形状に合わせて金属や樹脂などで形成される。
【００２５】
　凸型治具２０は、凹型治具１０との間にファイバ心線２０２を挟み込んだ状態で、凸型
治具２０に近づけるように押圧される。これによりファイバ心線とチューブとを含む構造
体が全体として湾曲し、漏洩光を出射する曲げ部２０４がファイバ心線２０２に形成され
る。
【００２６】
　プローブファイバ２０３は、例えば透明のゲル状部材である整合剤３０を介して曲げ部
２０４に突き当てられる。これにより曲げ部２０４から出射する漏洩光は、プローブファ
イバ２０３を介してフォトダイオード２０５に入射される。
【００２７】
　図２は、ファイバ心線２０２の断面図である。図２（ａ）はファイバ心線２０２をその
長手方向に垂直な面で切断して得られる断面図である。図２（ｂ）はファイバ心線２０２
をその長手方向に平行な面で切断して得られる断面図である。
【００２８】
　ファイバ心線は、コア２１およびその外層のクラッド２２からなるファイバガラスと、
このファイバガラスを被覆するファイバ被覆２３とを備える。さらにファイバ心線は、空
隙２４を介してチューブ２５に覆われる。実施形態ではチューブ２５の外径を０．９ｍｍ
とし、内径を０．５ｍｍとし、厚み（肉厚：ｔとする）を０．２ｍｍとする。
【００２９】
　ファイバ心線の外径（ｄとする）はチューブ２５の内径よりも小さく、例えば０．２５
ｍｍとする。これによりチューブ２５の内壁とファイバ心線との間に空隙が生じる。上記
の各サイズのもとではチューブ２５の内壁とファイバ心線との間隔、つまり空隙のサイズ
は０．１２５ｍｍとなる。
【００３０】
　図３は、図１に示される構造のＡ－Ａ′断面図である。図１の点線から分かるように、
図３は曲げ部２０４の頂点部における断面を示す。図示されるように、凹型治具１０は凹
型治具１０の凹部に沿って略Ｕ字型に掘り込まれたガイド溝４０を備える。ガイド溝４０
は凹型治具１０の凹部に沿ってファイバ心線２０２をガイドするために設けられる。つま
りガイド溝４０に沿ってファイバ心線２０２を置き、その状態で凸型治具２０を押圧すれ
ば簡単に曲げ部２０４を形成することができる。　
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　ガイド溝４０のサイズは、溝幅Ｗと深さＤとにより特徴づけられる。溝幅Ｗは、ガイド
溝４０の開口部における２つの頂点の間隔である。深さＤは、２つの頂点を結ぶ線とガイ
ド溝４０の底辺との距離である。底辺は、図３においては漏洩光の出射位置に相当する。
【００３１】
　実施形態では、使用されるファイバ心線２０２のサイズに応じてガイド溝４０を適切な
サイズにすることで、少なくとも、曲げ部２０４から漏洩する漏洩光がプローブファイバ
に至る経路上での空隙を無くすようにする。つまり当該部分でチューブ２５がファイバ心
線に圧接（密着）する幅および深さでガイド溝４０を形成し、凸型治具２０が凹型治具１
０に泊まるまで押圧された状態で空隙を押しつぶすようにする。
【００３２】
　具体的には、先ず、ガイド溝４０の溝幅Ｗをチューブ２５の外径よりも小さくする。こ
れにより、凸型治具２０でファイバ心線２０２を凹型治具１０に押し込むとチューブ２５
が変形しながらガイド溝４０内に嵌め込まれ、その過程で空隙が潰れて無くなる。実施形
態では溝幅ＷをＷ＝０．６５ｍｍとした。このサイズの溝にファイバ心線２０２を押し込
むと、外径０．２５ｍｍの光ファイバに厚み０．２ｍｍのチューブが左右両側から密着す
る（０．２５＋０．２×２＝０．６５）。
【００３３】
　また、ガイド溝４０の深さＤをＤ＝０．４５ｍｍとする。一般的には、ガイド溝４０の
深さＤと、ファイバ心線の外径ｄと、チューブ２５の厚みｔとの間に、Ｄ≦ｄ＋ｔ×２の
関係が成り立つようにガイド溝４０を形成する。先に述べたようにｔ＝０．２ｍｍであり
、ｄ＝０．２５ｍｍであるので、Ｄ＝ｄ＋ｔ×２となっている。　
　このように適切なサイズで形成されたガイド溝４０は、曲げ部２０４の形成とともにチ
ューブ２５を変形させ、曲げ部２０４から漏洩する漏洩光の経路上でチューブ２５をファ
イバ心線に圧接する圧接部として作用する。
【００３４】
　図４は、凸型治具２０を凹型治具１０に押圧して変形したファイバ心線２０２を示す図
である。深さＤ＝０．４５ｍｍ、溝幅Ｗ＝０．６５ｍｍのガイド溝４０に、厚みｔ＝０．
２ｍｍ、外径＝０．９ｍｍのチューブ２５を押し込むとガイド溝４０の形状に沿ってチュ
ーブ２５が変形し、外径ｄ＝０．２５ｍｍのファイバ心線に密着する。すなわちファイバ
被覆２３を取り囲む３６０度の周囲にわたって空隙が無くなる。
【００３５】
　図５は、コア２１を伝搬する光が図４に示される状態で漏洩することを示す模式図であ
る。漏洩光は空隙を経由することなくプローブファイバ２０３に達し、フォトダイオード
２０５にまで導かれる。チューブ２５の内壁とファイバ心線（ファイバ被覆２３）とが隙
間なく接しているので、曲げ部２０４からの漏洩光の強度はプローブファイバ２０３に入
射するまでにほとんど低下しない。従ってフォトダイオード２０５において十分な信号強
度を得ることができ、チューブに覆われている光ファイバを流れる光信号の有無を確実に
判定できる。
【００３６】
　以上述べたように第１の実施形態では、チューブ付きファイバ心線２０２を凹型治具１
０に装着するためのガイド溝４０のサイズや形状を工夫し、曲げ部２０４の形成とともに
チューブ２５を変形させてファイバ被覆２３に密着させるようにした。すなわち漏洩光の
出射点におけるガイド溝４０の断面深さＤを、Ｄ≦光ファイバ心線の外径ｄ＋チューブ２
５の厚みｔ×２とした。
【００３７】
　このような構成により、凸型治具２０が凹型治具１０に押し込まれると、漏洩光がプロ
ーブファイバ２０３に到達するまでの経路において空気層を排除するための幾何学的な要
件が満たされ、従って漏洩光をロスなく受光することが可能になる。ひいては、図１３に
示されるようなシチュエーションでの心線対照試験においてＯＮＵ３０１からの上り信号
（波長１．３１μｍ）の通信状況を簡易に確認することができ、工事を円滑に実施できる
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ようになる。　
　これらのことから、チューブに覆われた光ファイバの曲げ部からの漏洩光を確実に受光
できるようにした光ファイバ側方入出力装置とその治具構造を提供することが可能になる
。
【００３８】
　［第２の実施形態］
　第１の実施形態では図４に示されるように、ファイバ被覆２３を取り囲むように空隙を
無くすようにした。これに代えて第２の実施形態では、少なくとも漏洩光の経路において
だけ空隙を無くすようにする。
【００３９】
　図６は、第２の実施形態に係る光ファイバ側方入出力装置を示す図である。図６におい
て図１と共通する部分には同じ符号を付して示し、ここでは異なる部分についてのみ説明
する。図６は図１とほぼ同様の状態を示すが、ガイド溝４０の形状において図１とは異な
る。第２の実施形態ではＢ－Ｂ′断面を参照してガイド溝４０のサイズを説明する。
【００４０】
　図７は、図６に示される構造のＢ－Ｂ′断面図である。第２の実施形態では、図７（ａ
）に示されるように、ガイド溝（区別のため符号４１を付して示す）の幅ＷをＷ＝１．１
５ｍｍとし、深さＤをＤ＝０．６５ｍｍとする。チューブ２５の外径（０．９ｍｍ）より
もガイド溝４１の幅Ｗ（１．１５ｍｍ）のほうが広いので、凸型治具２０に押圧力が加え
られていない状態では図７（ａ）に示されるように隙間が生じる。この隙間はチューブ２
５の横方向への広がりを逃がすためのもので、逃がし部５０と称する。
【００４１】
　押圧力が加えられて凸型治具２０と凹型治具１０とが密着すると、図７（ｂ）に示され
るように縦方向、つまり押圧力の加わっている方向にチューブ２５が潰される。これによ
りチューブ２５が横方向に広がるとともに縦方向からファイバ被覆２３に密着し、漏洩光
の経路上の空隙が無くなる。チューブ２５の横方向への広がりは逃がし部５０に吸収され
る。
【００４２】
　第２の実施形態では、ガイド溝４１の幅ＷをＷ＝１．１５ｍｍとした。これは、チュー
ブ外径０．９ｍｍに左右で０．２５ｍｍ分の空隙を加えた値（０．９＋０．１２５＋０．
１２５）である。また、外部溝４１の深さＤを、Ｄ＝０．６５ｍｍとした。これは、外径
０．９ｍｍのチューブが上下で０．２５ｍｍ分の空隙分だけ潰されるとして、０．９ｍｍ
から０．２５ｍｍを減算した値（０．９－０．１２５－０．１２５）である。
【００４３】
　図８を用いて補足する。つまりチューブ外径０．９ｍｍよりも浅い溝にファイバ心線２
０２を入れると、図８（ａ）に示されるような段差ができる。この段差を上下の空隙の広
さと同じにすることで図７（ｂ）の状態が実現される。図７（ｂ）の状態でコア２１に光
が伝搬すると、図８（ｂ）に示されるように曲げ部から光が漏洩する。この漏洩光は空隙
を経由することなくプローブファイバ２０３に達し、フォトダイオード２０５にまで導か
れる。チューブ２５の内壁とファイバ心線（ファイバ被覆２３）とが隙間なく接している
ので、曲げ部からの漏洩光の強度はプローブファイバ２０３に入射するまでにほとんど低
下しない。従ってフォトダイオード２０５において十分な信号強度を得ることができ、チ
ューブに覆われている光ファイバを流れる光信号の有無を確実に判定できる。
【００４４】
　第２の実施形態では、図２の（ａ）に示されるサイズのチューブ付きファイバ心線２０
２を幅Ｗ＝１．１５ｍｍ、深さＤ＝０．６５ｍｍのガイド溝４１に案内し、凸型治具２０
と凹型治具１０とを押圧する。これにより、押圧力の加わる方向から、ファイバ被覆２３
をチューブ２５で挟み込むように密着させるようにした。従って第２の実施形態において
も第１の実施形態と同様の効果を得ることができ、チューブに覆われた光ファイバの曲げ
部からの漏洩光を確実に受光できるようにした光ファイバ側方入出力装置とその治具構造
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を提供することが可能になる。
【００４５】
　［第３の実施形態］
　図９は、図６に示される構造のＣ－Ｃ′断面図である。第３の実施形態では、凹型治具
１０に形成されるガイド溝のサイズを、漏洩光の経路に重なる部分とそれ以外の部分とで
異ならせる。つまり、図６のＢ－Ｂ′断面の近傍の部分に形成される溝をガイド溝４１と
したとき、例えば図６のＣ－Ｃ′断面に該当する部分（ガイド溝４２とする）の幅と深さ
を、ガイド溝４１よりも狭く、深くするようにした。ガイド溝４２はガイド溝４１に連続
して形成される。
【００４６】
　図９（ａ）に示されるように、ガイド溝４２の幅はチューブ２５よりも狭い。この状態
から凸型治具２０を押圧すると図９（ｂ）に示されるようにファイバ心線２０２が溝内に
押し込まれ、ガイド溝４２の内壁からファイバコア２１に向かう圧力を生じる。このよう
な作用によりガイド溝４２の中心線とファイバコア２１とが自然に一直線上に位置するよ
うになる。
【００４７】
　このように第３の実施形態では、曲げ部２０４の近傍では、ガイド溝４１の深さＤ、フ
ァイバ心線（ファイバ被覆２３）の外径ｄ、チューブ２５の厚みｔとの間にＤ≦ｄ＋ｔ×
２が成り立つようにする。曲げ部２０４の近傍以外の部分では、ガイド溝４２の幅Ｂを、
Ｂ≦ｄ＋ｔ×２とした。
【００４８】
　図７に示される形状（第２の実施形態）ではファイバ被覆２３とチューブ２５の内壁と
を接触させやすいが、横方向の力が作用しないので光ファイバが横方向に動いてしまう可
能性がある。つまりプローブファイバ２０３の位置からファイバコア２１が外れてしまう
可能性がある。
【００４９】
　そこで第３の実施形態では、曲げ部２０４の近傍以外の部分でガイド溝４２の幅を狭く
し、アライメント精度の向上を図るようにした。また、漏洩光の経路に重なる部分におい
てはガイド溝を図７の形状（第２の実施形態）のままとしたので漏洩光の強度を保てる効
果は変わらない。このようにすることでファイバコア２１をアライメントさせることの容
易さと、強い光強度の漏洩光を得ることとの両立を図ることが可能になる。
【００５０】
　なお、この発明は上記実施の形態に限定されるものではない。例えば第３の実施形態で
は、漏洩光の出射する部分のガイド溝を広く、浅くし、それ以外の部分ではガイド溝を狭
く、深くするようにした。これに代えて、ガイド溝のほぼすべての部分を広く浅い形状（
ガイド溝４１の形状）とし、一部分にだけ狭く、深い溝（ガイド溝４２の形状）を形成す
るようにしても良い。このようにすることでもアライメント精度を向上させるという目的
は容易に達成可能である。　
　この他、凹型ブロック及び凸型ブロックの形状、材料、硬化樹脂の種類等についても、
この発明の要旨を逸脱しない範囲で種々変形して実施可能である。
【００５１】
　要するにこの発明は、上記各実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階で
はその要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記各実施形態
に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。例え
ば、各実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、
異なる実施形態に亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
【符号の説明】
【００５２】
　１０…凹型治具、２０…凸型治具、２１…コア、２２…クラッド、２３…ファイバ被覆
、２４…空隙、２５…チューブ、３０…整合剤、４０，４１，４２…ガイド溝、５０…逃
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がし部、１００…交換局、２００…光ケーブル、２０１…チューブ、２０２…チューブ付
きファイバ心線、２０３…プローブファイバ、２０４…曲げ部、２０５…フォトダイオー
ド、３００…加入者宅、４００…クロージャ、４０１…光スプリッタ、１０１…ＯＬＴ、
３０１…ＯＮＵ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】

【図１４】
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